
児
童
・
生
徒
の

　

災
害
へ
の
備
え
は

児
童
・
生
徒
の

　

災
害
へ
の
備
え
は

村内・各河川の

堤防は万全か

村内・各河川の

堤防は万全か
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小野　　宏　議員

一般質問

問　

異
常
と
も
言
え
る
自
然

災
害
が
、
多
く
発
生
し
て
い

る
中
、
本
村
も
周
囲
を
山
々

に
囲
ま
れ
て
河
川
も
多
い
。

半
世
紀
を
過
ぎ
た
古
口
特
殊

堤
の
改
修
工
事
、
ま
た
、
各

河
川
の
支
障
木
と
上
流
部
か

ら
流
入
す
る
土
砂
の
堆
積
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長　

本
村
に
は
、
管
理
河

川
と
し
て
、
直
轄
河
川
２
本

を
含
め
、
22
本
あ
り
ま
す
。

人
家
の
あ
る
部
分
や
水
防
等

重
要
部
は
、
護
岸
や
改
修
が

な
さ
れ
て
お
り
、
洪
水
確
率

年
に
基
づ
い
た
河
川
断
面
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
、
上
流
部
か
ら
流
下
し
た

土
砂
の
堆
積
や
そ
こ
に
繁
茂

す
る
支
障
木
等
に
よ
り
、
流

下
断
面
が
阻
害
さ
れ
、
豪
雨

時
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

河
川
管
理
者
へ
の
浚
渫
等
の

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

土
砂
崩
落
の
危
険
度
に

達
す
る
降
雨
量
と
危
険
個
所

に
対
す
る
今
後
の
計
画
は
。

村
長　

国
の
定
め
で
は
、
時

間
雨
量
20
ミ
リ
、
日
雨
量
80

ミ
リ
以
上
の
降
雨
に
よ
り
、

災
害
に
該
当
す
る
異
常
気
象

と
な
る
こ
と
か
ら
、
村
も
同

じ
考
え
で
あ
り
ま
す
。
危
険

個
所
に
つ
い
て
は
、
局
地
的

な
豪
雨
に
よ
り
、
宅
地
周
辺

で
の
崩
落
等
の
危
険
性
が
あ

る
箇
所
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
数
ヶ
所
発
生
し
、

県
事
業
の
急
傾
斜
の「
土
砂

災
害
対
策
事
業
」で
進
め
て
お

り
、
今
後
も
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
要
望
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
事
業
採
択
に
合
致

し
な
い
箇
所
も
多
々
あ
り
、

村
の
助
成
事
業
等
の
最
大
限

の
運
用
を
図
っ
て
い
く
計
画

で
す
。

問　

角
間
沢
、
砂
子
沢
の
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

村
長　

角
間
沢
に
つ
い
て
は
、

蔵
岡
地
区
の
強
い
要
望
や
議

会
の
要
望
活
動
が
実
を
結
び

平
成
27
年
、
28
年
の
2
ヶ
年

で
完
成
を
目
指
す
運
び
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
角
間
沢
た

め
池
に
つ
い
て
は
、
28
年
度

で
調
査
設
計
を
終
了
し
、
29

年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る

計
画
で
す
。

　

砂
子
沢
に
つ
い
て
は
、
本

堰
堤
設
置
に
向
け
た
大
型
ブ

ロ
ッ
ク
の
製
作
、
土
砂
排
土
、

地
下
水
の
排
除
が
28
年
12
月

完
成
を
目
途
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

問　

災
害
時
に
お
け
る
保
育

所
、
小
中
学
校
の
避
難
訓
練
、

登
下
校
時
の
災
害
時
の
対
応

は
。

村
長　

保
育
所
に
つ
い
て
は

毎
月
１
回
法
律
に
基
づ
き
避

難
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
に
つ
い
て
は
、
年
３
回

の
避
難
訓
練
を
行
い
、
災
害

時
に
対
応
で
き
る
行
動
を
身

に
つ
け
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉「
大
筋
合
意
」

は
撤
回
し
、
調
印
・
批
准
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

（
抜
粋
）

ア
メ
リ
カ
の
ア
ト
ラ
ン
タ

で
行
わ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会

合
に
お
い
て
、
「
大
筋
合
意

に
達
し
た
」
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
業

生
産
や
地
域
経
済
に
甚
大
な

影
響
が
及
ぶ
の
は
必
至
で
あ

り
、
食
の
安
全
侵
害
な
ど
、

各
界
か
ら
表
明
さ
れ
て
い
る

懸
念
へ
の
説
明
も
あ
り
ま
せ

ん
。
政
府
は
相
手
国
か
ら
何

を
要
求
さ
れ
、
何
を
譲
渡
し

た
の
か
、
「
合
意
」
の
詳
細

に
つ
い
て
説
明
を
速
や
か
に

行
い
、
議
論
を
補
償
す
べ
き

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
意
見
書
を

提
出
し
ま
す
。

①

Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合
意
」

の
詳
細
と
協
定
本
文
を
速
や

か
に
開
示
し
、
国
会
、
国
民

の
議
論
を
補
償
す
る
こ
と
。

②

国
会
決
議
に
違
反
す
る

「
合
意
」
は
撤
回
し
、
協
定

へ
の
調
印
・
批
准
は
行
わ
な

い
こ
と
。

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
他

◇

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
「
大
筋
合

意
」
は
撤
回
し
、
調
印
・
批

准
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳

情・
提
出
者

山
形
市
大
字
門
田
字
裏
城
１

番
地

農
民
運
動
山
形
連
合
会

会
長　

花
烏
賊　

義
廣

・
採
択
理
由

当
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
を
守
る
た
め
。

継
続
審
査

◇
「
安
全
保
障
関
連
法
」
の

採
決
強
行
に
抗
議
し
法
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
の
請
願

・
提
出
者

新
庄
市
大
手
町
２―

６
０

最
上
地
区
平
和
セ
ン
タ
ー

議
長　

佐
藤　

勝
幸

　

10
月
21
日
に
全
議
員
が
上

京
し
、
本
村
の
重
要
課
題
で

あ
る
三
点
に
つ
い
て
、
岸
宏

一
、
大
沼
み
ず
ほ
両
参
議
院

議
員
並
び
に
加
藤
鮎
子
衆
議

院
議
員
に
対
し
、
要
望
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
現
在
進
行
し

て
い
る
戸
沢
地
区
ほ
場
整
備

事
業
が
、
平
成
30
年
度
ま
で

完
了
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
28
年
度
の
予

算
確
保
と
本
事
業
が
、
計
画

通
り
実
施
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
「
新
庄
酒
田

道
路
」
に
つ
い
て
、
現
在
、

登
下
校
は
、
徒
歩
、
自
転
車
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
一
時
停
止
や
そ
の
場
で
の

待
機
等
、
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
措
置
を
行
い
、
教
育

委
員
会
職
員
、
教
職
員
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
の
引
率
で
登
下
校

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

役
職
紹
介

一般質問

戸沢小児童の通学風景

議会中央要望会

河川の支障木

中
央
要
望
会
の
概
要

意
見
書
の
送
付

村
長

村
長

村
長

村
長

問

問

問

問

採
択

さ
れ
ま
し
た

採
択

み
な
さ
ん
の

請
願
・
陳
情

み
な
さ
ん
の

請
願
・
陳
情

早
坂
文
也
議
長

・
最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会

副
会
長

・
山
形
県
町
村
議
会
議
長
会

理
事

・
最
上
地
区
広
域
連
合
議
会

副
議
長

田
中
　
奨
議
員

・
最
上
地
区
広
域
連
合

監
査
委
員

当
議
会
の
他
、
他
団
体
の
役
職
を
担
い
活
躍
し
て

お
り
ま
す
。

古
口
・
津
谷
間
や
高
屋
ト
ン

ネ
ル
の
工
事
が
進
行
し
て
い

ま
す
が
、
国
道
47
号
線
は
、

豪
雨
や
大
雪
に
よ
り
通
行
止

め
が
頻
繁
に
発
生
し
、
住
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
か
ら
、
早
期
に
整
備

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
「
金
打
坊
地

区
堤
防
」
の
早
期
整
備
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
本
地
区

は
無
堤
防
で
、
最
上
川
等
の

増
水
に
よ
り
、
幾
度
と
な
く

水
害
に
見
舞
わ
れ
、
水
田
や

家
屋
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ
と
か
ら
堤
防

の
早
期
整
備
に
つ
い
て
要
望

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。


